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南越 駅 （仮 称） 周辺地 域 整 備の 提言に至る背景

１.  ２ 核型に対応する地 域 整 備の在り方

　越 前 市の市街 地の現 状は、中心市街 地 から旧国道８号 線に広が る 従来 からの商業 ・

官公 庁 地 域 と、 国 道 ８号 線 に 面 して広 が ったロ ード サイ ド 型 商 業 地 域 の大 きく２ つ の

市 街 地 で 構 成 されて い る。 このロード サイ ド 型 地 域に 新 たに 北 陸 新 幹 線 南 越 駅 （仮

称） が 加 わ る こ とに なる。 在 来 線 のＪ Ｒ 武 生 駅 は 従 来 か ら の商 業 ・ 官公 庁 地 域 に位

置し、 よって Ｊ Ｒの駅としては２ 核型と呼ばれ る 構成に なる。

　通 常、Ｊ Ｒも含めたデベロッパーが２ 核 型の 新 駅に おける商 業 開 発を 計 画 する 場 合、

重 視する のが周辺 地 域 の市 場 規 模 で あ る。 通常、 地 方に おける２ 核 型 だと１０ ０ ～２

０ ０万人 以上の人口が 条 件と言 われて い る。 当然 ながら当該地 域にそれだけの人口は

な い。 従 って 隣 県 の 石川や 滋 賀 県 に も な い、 外 部 地 域 か ら人 が 呼 び 込 め る施 設 で

な け れ ば な ら な い。 そ れ も 単 なるシ ョ ッ ピ ングモ ール レベ ル で は 越 前 市としての 都 市

機 能 の 拡 散化は一層 進 み、 さらに 既 存 の商 圏 （最 大 で 嶺 北 ５ ０万人） 中 で ゼロ サム

競争を 繰り広げるだけで本県全体の 発展に貢献 するとはいいがたい。

　今後のネットシ ョ ップの 進 展と人口減 少の中でこ れ ら商業 施 設の新 規出店は全体 的

に は 抑 制 気 味 で あ り、 仮 に 誘 致 で き た として も ２ つ の 核 が 共 に 衰 退 する危 険 性 も高

い。 あ るいは常に撤 退 の 危 機 と隣 り合わ せとも言える。 よって 商業 施 設単 独に よる新

駅 周辺 地 域 の開 発 は 適 切とは 思 われず、 そ れ 以 外 の 手 段 で周辺の 近 接 県 か らも人

を 呼び込むことがで きる施 設 ・ 機能での開発を指向すべきであ ろうと考える。
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　北陸 新 幹線南越 駅 （仮 称） の周辺に広大な農地と里山が広が って い る。 新 幹線と

北 陸 の主 要 国 道８号 線に挟 ま れ、 さらに直 近に は 北 陸自動 車道 路 の 武生 ＩＣが ひか

えて い る。 この交 通の要 衝と も言える地 域に 北 陸 新 幹 線 南 越 駅 が 建 設され る （ 別添

の資 料１の地図を 参照）

　周囲に は何 も ない、 水田が広が って い るだ けの土 地に 新 幹 線 が や ってくる。 このま

ま 推移す れば国内で 最も乗降 客 数の少ない新 幹線 駅という不名誉 な状況に落ちる危

険性は大いに あ ると 危惧する。

　し かし なが ら この間の 越 前 市 政と 地 元 住 民 の 努力と 理 解 に よって保 全されてき た 広

大な農地 （ 約１０ ０ ha） が南越 駅 周辺には 広がって い る。 この空間に前述した ような

近 県に も ない、 か つ人 が 呼 べ る施 設を 誘 致し、 か つ本県 の将 来 発 展に も貢 献しうる

魅 力的 な施 設を 建 設 で き れ ば 南 越 駅は、 新たに開業 する 金沢― 敦賀間の駅に おい

て注目度ナンバー１の駅に なる ことも決して 夢ではない。

２.  魅 力的な駅前空間、

で もこのま ま では日本一乗降 客 数の少ない新 幹線 駅に
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広大な駅前空間に誘致 すべき施 設 ・ 機能の提言の第１案

１.  Ｉ Ｒ（統合型 リゾート） の誘致を

　広大 な農地を有 効に活用し、 広域に人を 呼び込 める施 設を 様々な視 点 か ら 検 討 す

る中で 最 も魅 力的と 思 われ るのが、 政 府 の肝 いりで 全 国に建 設され ようとして い るＩ Ｒ

で あ る。Ｉ Ｒの主 要 な 客 層は 海 外 か ら の富 裕 層で あ る。 イ ンバ ウン ドに 弱 い本県 に お

いて、今後観 光振 興を図ろうとする時、 最大のネックが イ ンバウンドの取り込 みに あ る。

（１） 日本人の国内旅行は 漸 減して いく

　国 は 観 光 立 国 を 標 榜 し、 イ ンバ ウン ド を ２ ０ ２ ０ 年 に ４千万人、 ２ ０ ３ ０ 年 に ６千万人

に引き上 げ る こ とを目標 に 掲 げ て い る。 ２ ０１５ 年 の 実 績 の３ 倍 の目標 で あ り、 し か も

海 外 観 光 客 の 宿 泊を三大 都 市 圏 より も 地 方 で ６ 割 （現 状４ 割 ） と 逆 転 させよ うとして

い る。

　観 光 振 興 の 際、 日本 が イ ンバ ウン ドに 頼 ら ざ る を 得 な い の は日本人の 国 内 宿 泊 旅

行 が 減 少して い く可能 性 が 高 いか らであ る。 国内 旅 行 が 期 待で き ない のは人口減 少

に加えて、 中高年 の世代 が老 老介 護や ペットの世話など自宅を 離 れ られ ないか らだと

み ら れて い る。 さらに こ れ を宿泊 数 で 置 き 換 えてみ る と、 ちょ うど北 陸 新 幹 線 が 福 井

に延 伸してくる２ ０２２～２ ５ 年 ごろに か け てイ ンバウンドの 宿泊 数 が日本人宿泊 数 を上

回る可能 性 があ る （グラフ１参照）

（万泊）
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■グラフ１：延べ観光旅行宿泊数推計（じゃらんリサーチセンターによるシミュレーション）
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（２） 北陸 新 幹線開業後の 福井 の 観 光はイ ンバウンドに かか って い る

　上記 の資 料 に見ら れ る ように 統 計 的 な 傾向として日本 観 光 立 国の成否 はイ ンバウン

ドが 握って い る。 一方 福 井に おいては、 全 国 的に イ ンバウンドが最下位とのデータ も

あ った が、 その 信 ぴょう 性 は と も か く、 金沢 駅 では 行くたびに 外 国人観 光 客に出会 う

が、 福井 駅では 探 さ なけ れ ば出会わない のは事 実 。 本県が弱点と言 われ る イ ンバウ

ンドが 今後の国内各地 域の 観 光 施 策や 観 光 産業 の成否を握って い る ことに我々福井

経 済 同 友 会 は 大 い なる危 機 感 を 持 って い る。 北 陸 新 幹 線 の県 内延 伸が 実 現した後

の 福 井 の 観 光は、 海 外旅 行 者に県 内 ま で、 か つ県 内 で 宿 泊して もらえる か どうか に

かか って い ると言って も過言 ではない。

２.  イ ンバウンドの 切り札、Ｉ Ｒ

　2 0 3 0 年 の政 府目標 「訪日外客 数 6 0 0 0 万人、 観 光消費額 15 兆円」 を 達 成 する

ためには、 一人当たりの 観 光消費額を 2 5 万円にし な くてはなら ない （2 016 年 実 績

15 . 5 万円）。 訪問客 数の 増 加 もさ る ことながら、 より多くのお金を 落としてくれ る 海 外

の富 裕層やビジネス エリートの誘客が大きな課 題であ る。

　政 府は一人当たり観 光消費 額を 増や す ために、 ナイト タイム エ コノミーの充実、 減 り

続 ける国際 会 議 の誘 致、 滞 在 期間の 長い 欧 米 か らの 観 光客 の 増 加、 富 裕層が泊ま

れ る高 級 ホ テル の 誘 致 など を重 要 課 題として い るが、 そ れ を いず れ も解 決してくれ る

切り札として構想されたのが I R （統合型 リゾート） であ る。

（１）  Ｉ Ｒ＝カジノ ではない

　統 合 型 リ ゾー ト （I n t e g r a t e d　Re so r t） の 言 葉 が 示 す 通 り、Ｉ Ｒ＝カ ジノ で は な い。

コンベ ンシ ョン 施 設 ・ ホ テル ・ シ ョッピ ングモ ール ・ カジノ ・ シアター ・ 劇場などから な

る施 設 であり、 特に、 国 際 会 議 や展 示 会 等 の コンベ ン シ ョン 機 能、 高 級 ホ テル 等 を

コアに、 来 訪者に対 するサ ービス 機能としてシ ョッピ ング、 カジノ、 各種エ ンターテイ ン

メ ント、 高 級 グルメ 等々を 提 供 する。 いわば 「大 人の 社 交場」、 そ れが Ｉ Ｒであ る。 カ

ジノ 施 設 で売 上の多 くを 稼 ぎ、 それ を 元手に 集客や 施 設 拡 充 ・ 改善に投 資するモデ

ルであり、 シン ガポール、 韓国、 マカオ などす でに海 外でビジネスモデルとして成功し

て い る。
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●マリーナベイ ・ サンズ （シンガポール）

敷地面接：約 15 ヘクタール

施設内容：2561 室のホテル、12 ヘクタールのコンベンション施設、

　　　　　7.4 ヘクタールのショッピングモール、美術館、シアター、

　　　　　グラスパビリオンなどを含んだ複合リゾート

遊戯施設：500 のテーブル、160 0 のスロットマシン

開　　業：2010 年

投資金額：約 6700 億円

運　　営：ラスベガス・サンズ
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●リゾートワールド ・ セントーサ （シンガポール）

敷地面接：約 15 ヘクタール

施設内容：合計 1830 室のテーマホテル、

　　　　　6,500 名収容のボールルームを持つコンベンション施設、

　　　　　高級スパ、シアター、海洋博物館、水族館、ユニバーサルスタジオ

遊戯施設：500 のテーブル、130 0 のスロットマシン

開　　業：2010 年

投資金額：約 5500 億円

運　　営：ゲンティン・グループ（マレーシア）
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●パラダイスシ ティ （韓国）

敷地面積：33 ヘクタール（ホテル 711 室、遊戯施設約 900 台）

開　　業：ホテル・カジノ・コンベンション施設は 2017 年 4 月

　　　　　（全面開業は 2018 年予定）

投資金額：約 1300 億円

運　　営：パラダイスセガサミー

　　　　　（パラダイスシティ 55％、セガサミーホールディングス 45％）

（２）  Ｉ Ｒの可能 性

　Ｉ Ｒ が もたらす効果は単にカジノ目当ての 外 国人富 裕層を 呼び込むことでは ない。 カ

ジノを主眼に置くと中高年男性客に 顧客 を 絞り込 んでしまい 継 続 性 が見 込 めない。 あ

くま で付属するのがカジノ であり、 国際 会 議 場 や国際 的 な展示 イベ ント、 観 光 ・ 体 験

が主 たる魅 力でなけ れば幅広 い客層の誘客につながら ない。 シン ガポール の 観 光客

がカジノ目的 では ないように、 周辺観 光、 高 級 ホ テル宿泊、 グルメ、 シ ョ ー の 鑑 賞 な

どが 有 機 的に関連して 魅 力が増すのが Ｉ Ｒのビジネスモデルの根幹であ る。
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（３） 日本に おけるＩ Ｒの現 状

①国に おける経 緯

・ 2 016 年 12 月 15 日 「特定 複合観 光 施 設区域 整 備法 （I R 推 進法）」 可決、

・ 同 2 6 日施行。

・ 2 017 年 4 月 ・ 8 月　特定 複合観 光 施 設区域 整 備 推 進本部の 会合実 施 。 「都道 府

　県等は、 I R  事 業 者を 選定し、 事 業 者 からの 提 案に基づ いた I R  事 業の基 本 的な

　計画 （以下 「事 業 基 本 計画」 という。） とともに、 懸 念事 項への対応、 周辺イ ン フ

　ラの 整 備や周辺環 境 対 策 等の 都道 府県等の施 策を 含めた、 区域に係る 整 備計画

　（以下 「区域 整 備計画」 という。） を I R  事 業 者と共同で作成した 上で、 国に申請

　を 行 うこととし、 国が当該区域 整 備計画に係る区域 を 認定 する」

② 今後のスケ ジュール

・ 2 018 年 6 月頃　ギャン ブル依存 症 対 策法案 ・ I R 実 施法案可決

・ 2 019 年以降？　国が I R を 選 ぶ基 準となる基 本方針を公 表

　都道 府県が地 域 を 絞り込 み事 業 者を 選 ぶ

　事 業 者の計画を もとに 都道 府県が 整 備計画を国に申請

　国が I R を 選定

※I R 実 施法案の国会提出が遅 れて い るため、 全体 的に後ろ 倒しに なっており、

　最 速 で上記 スケ ジュールとなる

※ま ず ２～６ 程 度の自治 体 が一次公 認 され、 その I R が開業 後、 様 子を見たうえで

　二次 選定 を するものと 予想 されて い る 。 上記 スケ ジュールで 行くと、 一次公 認の

　I R が開業 するのは早くて も 2 0 2 3 年 ごろと思 われ、 二次公 認の自治 体 が開業 で き

　るのは早くて も 2 0 3 0 年 ごろに なるものと思 われ る

③ 他 府県の動き

　日本の I R 区域 数の上限は I R 実 施法で法定 され るが、 超党派 I R 議 連では 「全

体 で 各広 域 ブロ ッ クに一 つず つで１０ か 所 程 度」 と い う方 向 性 が示 されてお り、 そ の

選定 を目指してす でに各地で 活発な誘 致合 戦と実 施 計画の検 討 が進められて い る。

　準 備 が 先 行 して い る と 言 わ れて い る の が、 大 阪、 横 浜 を 筆 頭 に 九 州 ブロ ッ ク で は

長 崎を推 す 動 き が あり、 北 海 道 で も イ ンバウンド 観 光の 切り札として 苫小 牧 始め留寿

都 村 など数 か所で検 討 が進められて い る。 苫小 牧の計画に対しては業 者選定に海
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外も含めて１５ 社 程 度 が応 募 しており、 選定 された業 者と実 施 計画の立案 が 進 めら れ

て い る と言 わ れて い る。 ま た、 最 近、 常 滑市 が中 部 国 際 空 港 の 国 際 展 示 場 計 画 に

合わ せて Ｉ Ｒを 誘 致しようとの動きがでて い る。

　多くは空港 や 港 湾隣 接 のパ ターンのＩ Ｒであり、 新 幹線の駅前というような立 地 環 境

や 地 方 都 市とい う パ ターン は ない。 ま た、 日本 海 側に も計 画 は 現 時点で は み ら れ な

い。

３.  南越 駅前のＩ Ｒ が もたらす効果

　日本 の 美し い里山に 囲 ま れた 周辺環 境にマ ッ チした日本 情 緒と田舎 の風情に 溢 れ

るデザイ ンのＩ Ｒは他の地 域には ない 差 別 化を生む （南 越 駅前 Ｉ Ｒの イメージ 図参照）

さ ら に 北 陸 新 幹 線 の 駅 前の広 大 な 空 間に 広 が るＩ Ｒ 施 設 も他に な く、 北 陸自動 車 道

に よる国内高速自動車 網を 使った 広範 囲 誘客 も期 待で きる。 もちろん南 越 駅 乗降 客

数の 増 加に貢 献し、 日本一 乗 降 客 数の 少ない 新 幹 線 駅と 呼 称 され る こと も ない。 具

体 的に想定 され る 効果 を下記に列記する。

①北陸、 関西、 中部の 観 光 拠 点に なる

　県 内 の 恐 竜 博 物 館 や 永平 寺、 若 狭 と い った 主 要 観 光 地 は もち ろ んだ が、 金 沢、

立山、 岐阜 ・ 高山や白川郷、 京 都、 京丹 後 や 琵 琶 湖 観 光、 竜王 ア ウトレットなど広

域 な オプシ ョン ツアーの 拠 点に なる ことがで きる。

② 外国人受する 伝 統工芸産業の活 性 化

　本県の南越地区 が誇る越 前和紙、 越 前焼、 越 前 漆器、 越 前箪笥、 打 ち刃物とい っ

た伝 統工芸の体 験 ・ 即売は 海 外 観 光客向けにイ ンパクトがあ る。

③ 年間を 通してイ ンバウンドの拡大が 期待で きる

　上記 ①、② の魅 力に より単にカジノ目当て だけ ではない イ ンバウンド 効果 が一 年 を 通

して 期 待で きる。 伝 統 産 業 だ け で な く 越 前 蟹を 始めと する 北 陸 グルメ の 提 供 等々で、

Ｉ Ｒ から 波及する地元での消費がか なり期待で きる。
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④海外富裕層の舌をうならす福井のグルメのリピート力アップ

　福井の食文化はこれまで多くの食通をうならせてきた。 越前蟹や若狭牛、 白米と

寿司、 さらに日本酒を含めて高級グルメが少なくない。 海外の富裕層にとって高級グ

ルメは大きな関心事であり、 インバウンドのリピーターを引き付けるポテンシャルを有し

ている。

⑤国策と合致して北陸新幹線の早期関西延伸の効果

　本県南越地区にインバウンドの起爆剤というべきＩＲが立地することで、 敦賀以降の

北陸新幹線延伸期待が一気に高まると期待できる。 特に、 インバウンドの受け入れ

がほぼ限界に来ている観光都市京都にとって、 インバウンド観光拠点の分散化はむ

しろ好都合で、 何よりインバウンド効果を地方に波及させようとしている国策とも合致

する。

⑥本県の人口増加に貢献する

　観光サービス産業や伝統工芸、 飲食業界等の発展に貢献するだけでなく、 国際

展示場や国際会議場、 高級ホテル、 カジノ施設は新たな雇用機会を生み、 さらに人

の交流 ・ 流入促進にもつながり、 本県の人口増加にも大きく貢献すると期待される。
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４ .  Ｉ Ｒと カジノ依存 症 対 策

（１）  Ｉ Ｒとギャン ブル依存 症はむし ろ反比例する

　Ｉ Ｒと言 われて 誰 もが イメージ するのがカジノ であり、 そしてギ ャン ブル 依存 症の問 題

であ る。Ｉ Ｒに拒 否反 応を 示 す人の多くの 危惧 感はここに あ る。 こ れについては 政 府 も

敏 感に反 応しており、 施 設に おけるカジノ フロアの面 積 を３％ 程 度に抑え、 さらにマイ

ナンバーカードを 使って日本人の入場制限など十分な対 策を 講じようとして い る。

　この点について最 も 参 考に なる のは シン ガポールで あ る。Ｉ Ｒ先 進 国の シン ガポール

では Ｉ Ｒ 誘 致 後、 意外なことにむし ろ ギャン ブル依存 症の人 が目に見えて 減って い る。

グラフ２を 参照されたい。 シン ガポールはイ ンバウンド 減少対 策として Ｉ Ｒを２ ０１０ 年に

開業 させ、 目論み通り旅行 客 数、 消費 額ともに 増 加した 。 その 一方 でグラフ３ を 参照

されたい。Ｉ Ｒ 開業 後、 病的 依存 症はほぼ６分 の１に、 問題のあ る 依存 症は３分 の１以

下に減って い る。

■グラフ２　シンガポールのＩＲ開業前と開業後のインバウンドの推移
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（２） 専門家によるシンガポールの現象の分析

　佐々木一彰 ・ 日本大学経済学部専任講師がシンガポールにおけるギャンブル依存

症の分析をその著書で展開している。 以下にその要約を記すが、ＩＲの誘致に至る背

景、 ギャンブルの国内事情共に日本と非常に酷似しており、 参考になる点が多い。

実態的には入場制限等で野放しに近い既存ギャンブルに対し、 管理がしやすいＩＲ

では若年層自国民や依存症の入場制限等 （シンガポールでは自国民からは入場料

を徴収、生活保護者の入場禁止、施設内のＡＴＭ設置禁止等の対策を実施している）

の措置がしやすく、 家族申告者に対する入場禁止など問題ある利用者へのケアもし

やすくなり、 全体的にギャンブル依存症を減らす結果となっている。

■グラフ３　シンガポールにおけるギャンブル依存症の推移

　シンガポールにカジノを核とした IR の合法化が閣議決定されたのは 2005 年の 4 月

のことである。 元々、 カジノに対するアレルギーが強かったシンガポールでカジノを核と

する IR が合法化されるにいたったのはシンガポールの GDP に占めるツーリズムセクター

の落ち込みと周辺諸国の急速な経済的な追い上げに政府が懸念を抱いたからだとされ

ている。

　シンガポールでカジノが合法化されることが検討されたのは 2005 年だけではない。

それ以前、 1985 年と 20 02 年にも経済不振を理由にカジノの合法化が検討されたが

ギャンブル中毒、 つまりギャンブル依存症に陥る危険性が増すという理由により見送られ

てきた経過がある。
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　Ｉ Ｒの検討を行 うに当たりやはりクリアーし なければなら なか った大きな問題のうちの一

つはギャン ブル依存 症対 策であった 。 そのためシンガポール政 府は 20 05 年 4 月にカ

ジノを核とした IR を閣議 決定する際に社会的なセーフガードについての六項目からなる

方 針 を 発 表 し た 。 そ の 中 の 第 一 項 目 に は The  Nat i ona l  Counc i l  on  P rob l em  

Ga mb l i n g （ギャン ブル依存 症 対 策審議 会 :NCP G） の設 置がうたわれており、 この機

関でギャン ブル依存 症の問題について広く取り扱うことになっている。

　意 外 なことで あ る か もしれ ないがシン ガポールに は カジノ が 合法 化 され る前に も合法

的 な ギ ャン ブル は存 在して いた 。 それ は一種のスロット ・ マ シ ーン であ ったり、 宝くじ、

スピードくじ、 そして 競 馬であ った 。 幾 種 類 もの 合法 的なギ ャン ブルが 存 在する中に お

いてカジノが合法化されたわけであり、 全く合法的なギャン ブルが無いまっさらな状態で

カジノが合法化されたわけではない。

　しかし ながら新しい種 類のギャン ブルが 合法 化され、 ギャン ブル依存 症に陥る人々が

増 加するか もしれ ないという懸 念は依然、 残 って いたので シン ガポール政 府 (NCP G)

は シン ガポールでカジノ が 合法 化 され る前 （既 存 の 合法 的 な ギ ャン ブル のみ対 象） と

後 （2010 年以降、 カジノ も含 む） とで DSM-Ⅳ基 準に おいてギ ャン ブル 依存 症の 危

険性がある人々 ( 問題あるギャン ブル )、 および ギャン ブル依存 症 ( 病的ギャン ブル )

に 陥 ってしまった人々の比率がどのように変化してき た か の大々的 な調 査 （20 0 0 人 以

上が回答） を継 続して行ってきた 。

その推移 を示しているのがグラフ３である。

　シンガポールではカジノを核とする IR に関する本 格的な検討 が行われ る前 まではギャ

ン ブル依存 症についての警戒 感は持た れて いたが大々的な調査および 体系的な教育、

治療は行われて来なか った 。

それらがカジノの合法化により一挙に整えられたという側面も存 在する。

　例えば、 NCP G を 始めとする ギ ャン ブル 依存 症 対 策のための 組 織 が 整 えら れ る こと

に より、 カジノが 合法 化され る前 から 存 在して いた 既存 のギャン ブルで依存 症に陥って

いた人々もケアを受けられた 。

　また、 カジノでとられて いるギャン ブル依存 症に陥らないように行って いるセルフエクス

ルージョンのような方策が既存のギャン ブル施 設に適用されたことなどがそれであろう。

それらの結果、 図 1 に見られ るようにカジノを核とする IR が開業 (2010 年 ) した後、

懸念されていたようなギャン ブル依存 症に陥る人々は急 増せず、 カジノを核とする IR の

合法 化と セットで 行 われたギ ャン ブル 依存 症に対 する方 策が 有 効に 機 能し、 問題のあ

るギャン ブルと病的なギャン ブルの比率は減少しつつあ るのがシンガポールの現 状であ

る。
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広大な駅前空間に誘致 すべき施 設 ・ 機能の提言の第２案

１.  日本の 伝 統工芸、 観 光 産業を担う専門職 大学 の設立

　国は学 校教育法を 改 正し 従来 の４年制大学に加えて、 実習や実 験 等 を重 視した 即

戦 力となりうる人材の育成を目指 す専門職 大学 の設 置を決定、 ２ ０１９ 年より全 国各地

に 認可 ・ 開 設 を 認 めて い く。 現 状 の ほ と んど は こ れま で の専 門学 校 を 母 体 と する 認

可申請とみられ るが、 既存 の大学 での設 置 も認めて い る。

　我 々福 井 経 済 同 友 会として は、 この専 門 職 大 学 を 新 たに 南 越 駅 前に 設 立 する こ と

を 提言したい。 こ れ に よって 本県 高 校 卒 業 者 の県 外 流 失 を少しで も 軽 減し、 若 者 の

定住化と本県産業の育成と人材供 給に貢献 する ことを 狙うものであ る。

◎実 際に設立する大学は

福井県立大学地 域 創生学部 伝 統工芸 科 ・ 地 域 観 光 経営学 科 （仮 称）

◎専門職 大学とは

　既存 の四年制大学 とは異 なり、 実習や実 験 等 を重 視した 即戦 力となりうる人材の育

成 を目指 す目的 で 設 置され る。 実 践 的 な職 業 教 育のためのカリキュラム が 編 成 され、

卒 業単位のおおむね 3 ～ 4 割 程 度以上 が実習等の科目となる。 長期の 企業内実習

等 を 2 年制課程で 10 単位以上、 4 年制課程で 2 0 単位以上 履修する ことを 義 務付

けら れており、 こ れ ら の実習は 企業 などの現 場で 行 われ る。 ま た、 教 員の 4 割以 上

を実務家 が務めるように指定 されて い る。 2 017 年 5 月に可決 ・ 成立した改 正学 校教

育法に定められ、 2 019 年 4 月より開設され る予定 であ る。

◎専門職 大学 が求められ る理由

　現代の若 者に おいては、 将 来 の不透明感が増 す中で、 手に 職 を つける ことへ の 憧

れが強く、 漠 然と職 人へ の 道を 考える 若 者は少な くない。 た だ、 職 人の イメージは伝

統 的 な徒 弟制 度 で あ り、 封建 的 な社 会と 思 われており、 周囲の反 対 も あ って 踏み切

れ ないでい る高校 生は少なくない。

　福 井県 立大 学 に専 門 職 大 学 を 併 設 す れ ば 大 学 資格 も 取 得で き、 そ れだ け で本人

及び そ の周囲の 抵 抗 感 は少な くなる。 万一、 専 門 職 へ の 道 をあきら めて も大 学 並み

の教 養課程を終えて卒 業 で きるので人 生の 選 択 肢は 広が る。
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２ .  伝 統工芸 科と観 光 経営学 科の必要性

（１）  何故、 伝 統工芸 科か

　本県 は 全 国 で も 数 多 くの 伝 統 工 芸 を有 する 地 域 で あ る。 か つ、 そ の ほ と んど は 丹

南地 域に存 在して い る。 越 前 和 紙、 越 前焼、 越 前 漆器、 越 前 箪笥、 打 ち刃物 など

があり、 いず れも人材難にさらされて い る。

　一方、 専 門 職 大 学 はそ の 設 置 基 準 に おいて、 地 元 産 業 ・ 企業 と の 密 接 な 連 携 に

よる実習制度の確 立を求めており、 越 前 市の南 越 駅 周辺はその点も好立 地の場所に

あ る。 ま た、 専 門 職 大 学 として 認 可申請を 準 備 されて い る ケ ース に おいて伝 統 工 芸

は見当たらず、 例えば 陶 芸 コース、 漆器 コース、 和 紙コース、 木工コースというように

募 集した場 合、 全 国 か ら 若 者 達 を 呼び 寄 せる こ と が で きる。 この 伝 統 工 芸 科が日本

の 伝 統工芸の 継 承に大きく貢献で きるのではないか。

（２）  観 光 経営学 科の必要性

　伝 統 工 芸以 上に人 材供 給を 渇望 して い る 業 界がホ テル ・ 旅 館 を中心と する 観 光 産

業、 さらに観 光 施 策を担う 公 的 な団体 であ る。 我 が国の 観 光 立国のウィ ーク ポ イ ント

が人 材不足と も言 わ れて い る。 ウィ ー ク ポ イ ン ト に は ２ つ の 要 因が あ る。 ま ず は 観 光

産業 現 場 の人材難 であ る。

　予 約を 受け て も人 材不足 か ら 宿泊予 約を 断る人気 旅 館 も出 始めて い る。 慣れ ない

留学 生アルバ イト を 使ってサ ービス低下を指 摘され る施 設 も少な くない。 観 光 産 業 従

事 者の育成は間違いなく今日的な課 題であ る。

　一方 で、 観 光立国の 名のもとに各地で DMO が競 うように設立されて い るが、 観 光

行 政 や 戦 略 を 高 度に 展 開 する に も そ の 担 い 手 が い な い。 観 光 産 業 現 場 も人 材 難、

その司令 塔 も人材難というのが 今の日本の 観 光の実 態であ る。

　新 設され る 観 光 経営学 科では、 今後のイ ンバウンド を担う 観 光 産業の人材育成を主

眼に、 お もて なし 教 育 は もち ろん の こと、 観 光 知 識、 言 語 教 育、 ハラ ール （イスラム

教 の 経 典で 規 定 されて い る 食事） 等 の 海 外 知 識 等 々の 教 育 を 行 う。 各地 の DMO

や 観 光行政 機関 も含めて幅広 い人材を育成 する。

　ま た、 観 光 分 野で も 実習先 の 確 保 が 必 須と なる が、 福 井 経 済 同 友 会として も県 内

観 光地の 会員企業を中心に 積極的に協力して いきたい。
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３.  県立大学内専門職 大学 の課 題

（１）  学 生の確保
　

　新 設 大 学 の 課 題 は な んと言って も学 生確 保で あ る。 県 立大 学 とい うネーム バ リュー

は有 効 に作用する と 思 わ れ る。 父兄 の 経 済 的 負担 軽 減 も あ り、 何より も大 学 資格 を

得れ るという安心感は大きい。

　伝 統 工 芸 科 については 京 都 府 園 部 町に 「京 都 伝 統 工 芸大 学 校」 （専 門学 校、 定

員 2 0 0 名） が唯一存 在して い るが、 福井県立大学 で開設 す れば、 大学 卒 業資格 も

得 ら れ るため京 都 伝 統 工 芸大 学 校 と 比べ て 募 集 上 は有 利、 大 学 としての 伝 統 工 芸

科の開設は全国初で もあり知 名度 も上 が る。

　観 光 経営学 科については今後この 分野 の 研 修 機関競争が増すのではないかと思 わ

れ るが、 いち早くこの 分 野で の大 学 教 育 機 関として名乗りをあげれ ば北 陸３県 の 観 光

業 者 の 子弟 を 中心 と する ニーズが 期 待 で きる。 現 状、 観 光 経 営 学 科 の高 等 教 育 機

関 は 都 市 圏に 集中してお り 地 方 大 学 としての 希少 価 値 は一定 程 度 あ る と 考える。 東

南 アジ アを中心とする留学 生の呼び込 みにも通じ ると期待で きる。

（２）  必要専任教 員の確保

　学 生確保 もさる ことながら 教 員の確保は専門職が強いだけに大きな課 題に なる。 現

状公 開されて い る 専 門 職 大 学 設 置 基 準 に よ れ ば あ くま で 推 定 で あ るが以下のよ う な

体制が求められ る。

① 収 容定員の 数や 設 置 学 科の 数に よって 変 動 する。 仮に学部全体 で 1 学 年 10 0 名、

　伝 統工芸学 科 4 0 名・地 域 観 光 経営学 科 6 0 名とす れば、各学 科でそれ ぞれ 6 名、

　さらに学部全体 として 7 名、 合計 19 名の専 任教 員が必要

②専 任教 員のうち 概ね 4 割以上は専 攻分野に おける 概ね 5 年以上の実務 経験を持

　ち、 かつ高度の実務能 力を持 つ実務家教 員であ る ことが必要。

③実務家 教 員のうち半 数 以上は、 大学 等での教 員 歴、 修士以上の学 位、 企業等で

　の 研 究 上の業 績のいず れか を持 つことが必 要。 それ以 外 の実務家 教 員は 「み なし

　専 任 教 員」 （専 任 教 員以 外 の者であ って も、 １年につき６単 位 以上の 授業 科目を担

　当し、 かつ、 教育 課程の 編成その 他の学部・学 科の 運営について責任を有する 者）

　で も可能 。
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　こ れだけの教 員が 伝 統 工 芸と観 光分 野で 確 保する ことがで きるのかどうか 現 段 階 で

は予 想 が出来ない。 そ れ こそ 未来 の 福 井 のために福 井県 挙 げ て実習先 確 保同 様に

教 員確 保 に英 知 を 絞るし か な い。 た だ、 幸 い なこ と は ま ったくの 新 設 大 学 で は な く、

福 井県 立大 学 内に 新 設 する 学 部 で あ り、 こ れま で 大 学 としての実 績 やネットワー ク を

活 か せるのではないかと期待したい。

４ .  南越 駅前に設立するメリット

（１） 北陸 新 幹線 を活用したキ ャンパスライ フ、 生涯学習

　福 井県 立大 学 は 永平 寺 町に 立 地 する 本 校と小 浜市の小 浜 キ ャンパス か ら なる。 南

越 駅はほぼ中間点に位置し、 本県全 域に県立の高等教 育機関が 網 羅され る ことに な

る。 北 陸 新 幹線 が小 浜で延伸す れ ば この３つの キ ャンパスは北 陸 新 幹線でほぼつな

が る ことに なる。

　Ｊ Ｒ福 井 駅 か ら 本 校へ は少し 距 離 は あ るが、 定 期 バス の開 設 や 福 井 駅 周辺で の サ

テ ライ トアカ デ ミーを 積 極 的に 開 設して ３つ の キ ャンパス の 学 生交 流 や 教 員 交 流 を 図

る こと、 さらに伝 統 工 芸や 観 光分 野 の 社 会人教 育の実 施 など、 生涯 学習の 分 野で も

南越 キ ャンパスは貢献しうる。

（２） 若者人口の流 入促 進と定住化

　当然 な が ら 南 越 キ ャンパス は 北 陸 新 幹 線 か ら はベ ストアク セ スで あ り、 いず れ の 学

科も北陸 三県にはない。 全 国新 幹線ネットワークに より学 生だけ でな く社 会人研 修生

などにとって も 利便性は高い。 さらに県内実習先に慣れ 親し むことで、 外国人留学 生

も含めて卒 業後も県内に定住 する 若者 も期待で きる。

（３） 南越 駅前 での 伝 統工芸体 験 センターの開設

　キ ャンパスの南越 駅前に面 した敷 地に、 伝 統工芸体 験 センター 「越 前匠の 館」 （仮

称） とい った 施 設を 建 設し、 学 生 たちの実 演やその 指 導に よる見学 者の実習体 験 が

受け ら れ る ようにする。 学 生に とっては一 般 人 指 導 が 実習単 位とな れ ばモ チベーシ ョ

ン も上 が る。 さらに学 生 たちの師 匠と もい うべき 現代の 名工 たちの 逸 品の 数々を展 示

即売する ことで、 イ ンバウンド も含めた来 訪が 期待で きる。
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最終的なまとめ

１.  検 討の 過程で 浮上した他の案

　１０ ０ ha の広大な農地の活用について 我々福井経済同友会では 様々な観 点 から 検

討 した が、 そ の 過 程で 提言 採 択 は見 送 った が、 次善 の策 的 な案 として 残 ったのが広

大なフラワーパーク 構想であ る。 周辺環 境とのマッ チングという 観 点 か ら 有力案として

浮上した 。 ま た、 北 陸 新 幹 線 の車窓 か ら広大 なフラワーパーク が展 望で きる ことはそ

れ なりの宣伝効果 も あ る。 こ れ については 地 方 創 生に 携 わ る 専 門家の 視 点 か らもＩ Ｒ

のよ う なイ ンパ クト は な いが、 フ ラ ワーパー クの 女 性 へ の 集 客力は 侮 れ な いと の見 方

があ った 。

　「あしかが フラ ワーパーク」 は８ ha の 敷 地に直 近では年 間１５ ０万人を 集 めて い る。

「じ ゃら んリサ ーチ センター」 が ネットで ２千人を 対 象に実 施した福 井市 ・ 永平 寺 町の

観 光 ス ポット人 気 度 調 査 で は、 全 国 的にそ れ ほ ど知 名度 が 高 いと は 言えな い 「宮ノ

下コスモス広 苑 」 が２ ０歳代 女 性、 ３ ０歳女 性 共に５ ０％前 後の高 い支 持 を 得て い る。

同様に足羽川の桜並 木、 永平寺の大 灯籠 流し などが同程 度で人気が高く、 花 ・ フラ

ワー や 情 緒 的 なイベ ントは 比較 的 若 い世代の女性の関心 を 集めるキ ーワード であ る。

女 性 が来るということは引きつら れて男性や 家 族 も来るということで、 女 性の支 持 を 得

るという視 点も必要かもしれ ない。



南越駅　　　周辺地域整備の提言（仮称）

19

２ .  第１案と第２ 案の抱き合わ せ

　Ｉ Ｒの大きな課 題は 地元の理 解 と政 府の認可であ る。 仮に 地元の理 解が 得 られたと

して もす でに全国数 か所 が 誘 致に向けて先行しており、 南越の出遅れ 感は否めない。

た だ、 日本 海 側で、 新 幹線 駅、 高速 道 路に面 した 広大な敷 地 があ るという点では他

地 域と 十分に戦 えるポ テンシャルは有して い る。

　さ ら に差 別 化 を は か る と す れ ば、 第２ 案 で 提言し た専 門 職 大 学 をＩ Ｒに併 設 する と

い う思い 切 った 折 衷 案 で あ る。 専 門 職 大 学 が隣 接して い る こ とで、 同大 学 の 観 光 経

営学 科 の実習先としてのＩ Ｒの 役 割 が 期 待 で きる。 全 国 各地に仮に 超党 派 の 議 員 連

盟が考えるような国内１０ か所 のＩ Ｒ がオ ープ ンした場 合、 カジノディ ラ ーも含めた人材

をどこが 供 給 するのか。この 役 割を福井県立大学地 域 創生学部 観 光 経営学 科（仮 称）

が 担うことは、 国策と言える 観 光立国に福井が大きく貢献 する ことで もあ る。

　さらに前述した ように同大 学同学部 伝 統 工 芸学 科 の 学 生 たちの実 演やその 指 導に

よる見 学 者 の実習体 験、 学 生の 師 匠と もい う べき 現代の 名工 たちの 逸 品の展 示即 売

は、Ｉ Ｒを訪れた 外国人たちからも大いに注目を 得よう。

　このように考えると、 一見 唐突 感があ るか もしれ ないＩ Ｒ だが、 地元福井 だけ でな く、

北 陸 地 域 全 体 に 単 なる イ ンバ ウン ド だ けに 止ま ら な い大 き な 効 果 を もたらすこ と が 期

待で きる。 福井県と北 陸に 新たな 世界 を 切り拓く可能 性を 秘 めた構想であ る ことを 是

非、 関 係 機 関にご 理 解 いた だき、 この 提言の実 現に向け てオ ール福井で 臨 ま れ る こ

とを期待したい。
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